
入力済

病院名：

時点： 令和７年９月１日時点

令和６年１月１日～令和６年12月31日自施設が主催したもの（※共催を含む） 4 回

地域内の他施設が主催したもの 0 回
注１）

注２）

【緊急緩和ケア病棟について（都道府県がん診療連携拠点病院のみ）】

床

人

【がんの難治性疼痛に対する神経ブロックについて】

いいえ

0 人

【自施設で実施できない場合には、連携している医療機関名等、がんの難治性疼痛に対する神経ブロックの提供における連携協力体制を記入】

患者の退院支援カンファレンス等、患者個人の情報共有のために開催したカンファレンスは含まない。

・緊急緩和ケア病床数

・緊急緩和ケア病床の入院患者数（令和６年１月１日～令和６年12月31日）

・がんの難治性疼痛に対する神経ブロックについて、自施設で実施している。

・がんの難治性疼痛に対する神経ブロックの提供実施延べ人数（令和６年１月１日～令和６年12月31日）

がんの難治性疼痛に対する神経ブロック連携医療機関：八戸平和病院麻酔科　ペインクリニック
患者が希望する場合には紹介を行っている。

地域緩和ケア連携体制

記載の有無：入力済／未入力あり

十和田市立中央病院

【緩和ケアに関する地域連携を推進するために、地域の施設が開催する多職種連携カンファレンスに参加した年間回数】

多職種連携カンファレンスとは「地域全体の医療を推進するため地域医療を支える多施設かつ多職種の連携強化と顔の見える関係づくりを目的
として、緩和ケアに関わる多職種の医療・介護従事者等が一堂に会する場」とする。

がん難治性疼痛に対する神経ブロックの

当院の実施状況や連携体制


